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生　涯
学　習

地
域
の
元
気
に
出
会
う
と
き

週
末
は
公
民
館
ま
つ
り
へ
出
か
け
よ
う
！

　日ごろ、地域で活動している個人・グループが成果を発表する「公民館まつり」を開催します。

申し込み・問い合わせ ▼各地区公民館へ

主な催し物公民館名／開催日
●前夜祭ダンスパーティー　１５日�午後６時～８時５０分
●囲碁交流会　１７日�午前９時～午後３時　※要事前申し込み。
●作品展示　１７日�～１９日�午前９時～午後５時（１９日は午後４時まで）
●お茶会　せん茶・抹茶�１８日�・１９日�午前１０時～午後３時
　　　　　※呈茶券（２００円）は同館で発売中。
●ストリートマジック　１８日�午前１０時・午後１時・３時
●竹細工コーナー　１８日�午前１０時～正午
●おしるこコーナー　１８日�午前１０時３０分　※なくなり次第終了。
●ロウの花　１８日�午後１時～３時　※ロウを使って花を作ります。参加費５００円。
●リサイクル品で万華鏡を作ろう　１９日�午前１０時～１１時
●もちつき大会　１９日�午前１０時３０分　※なくなり次第終了。
●リサイクル品を使ったフラワーアレンジメント　１９日�午後１時３０分～３時

二本木公民館
（�〈７７〉８６１１）
２月１５日�

・１７日�～１９日�

●ダンスパーティー　１６日�午後６時～８時３０分
●作品展示　１８日�午前９時～午後５時・１９日�午前９時～午後４時
●お茶会　せん茶�１８日�午前１０時～午後３時　※呈茶券（２００円）は同館  
                 で発売中。
●人形劇　１９日�午後１時３０分～２時３０分「タオルでへんしん」「ももじろう」
●囲碁交流会　２６日�午前９時～午後３時　※参加費１０００円（昼食代含む）。
　　　　　　　１７日�までに申し込みが必要です。

東部公民館
（�〈７７〉７８８１）
２月１６日�・１８日�
・１９日�・２６日�

●作品展示　１８日�午前９時～午後５時・１９日�午前９時～午後４時
●お茶会　せん茶�１８日�　抹茶�１９日�　いずれも午前１０時～午後３時
　　　　　※定員は各２００人。呈茶券（２００円）は当日会場で発売。
●おしるこコーナー　１８日�・１９日�午前９時３０分　※各１００食。なくな
　　　　　　　　　　 り次第終了。
●平成１７年度公民館講座演奏発表会　１８日�午前１０時３０分～１１時３０分
　　　　　　　　　　　　　　　　　（ハーモニカ・三味線・バイオリン）
●安城市少年少女合唱団コンサート　１８日�午前１１時３０分～正午
●人形劇　１８日�午後２時～３時「大きいトンと小さいポン」「なかよし」
　　　　　（人形劇団ぺぽ）
●映画会　１９日�午前１０時・午後１時３０分　「皇帝ペンギン」
　　　　　※定員各１５９人。整理券を５日�午前９時から同館で配布。

昭林公民館
（�〈７７〉６６８８）
２月１８日�・１９日�

●ダンスパーティー　２月２５日�午後６時～８時４５分
●映画会　２月２５日�午前１０時・午後１時　「ミュウと波導の勇者　ルカリオ」
●子どもまつり広場　３月４日�・５日�午前９時～
●作品展示　３月４日�午前９時～午後５時・５日�午前９時～午後４時
●ちびっ子将棋大会　３月４日�午前９時～正午
●芸能発表会　３月４日�午前９時３０分～午後４時３０分
●おしるこコーナー　３月４日�・５日�午前１０時　※なくなり次第終了。
●消防コーナー　３月４日�午前１０時～午後３時
●福祉・車いすの体験コーナー　３月４日�午前１０時～午後３時
●鉄道模型を走らせよう　３月４日�午後１時～４時・５日�午前９時～
　　　　　　　　　　　　午後４時
●ニュースポーツ体験ドッチビー大会　３月５日�午前９時～正午
●和楽器を弾こう　３月５日�午前９時～正午
●春の苗即売会　３月５日�午前１０時　※なくなり次第終了。
●健康・献血コーナー　３月５日�午前１０時～午後３時
●お茶会　３月５日�午前１０時～午後３時　※呈茶券（２００円）は同館で発売中。
●囲碁会　３月５日�午前９時～午後３時　※当日受け付け。昼食希望者
　　　　　は４００円必要。

北部公民館
（�〈９８〉３７５１）
２月２５日�

３月４日�・５日�
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募　集

安
城
市
福
祉
事
業
団
の

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

●
試
験
日
時
／
場
所
／
内
容　

２
月　

日
２５

�
／
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
面
接

●
申
し
込
み　

写
真
を
つ
け
た
履
歴
書
と

資
格
証
明
書
の
写
し
を
持
っ
て
、
２
月
２

日�
〜　

日�
（
日
・
月
曜
日
を
除
く
）午

２２

前
９
時
〜
午
後
５
時
に
市
福
祉
事
業
団
総

務
課（
同
セ
ン
タ
ー
内
／
〒　
�
０
０
４

４４６

６
安
城
市
赤
松
町
大
北　
�
１
）
へ　

７８

※
郵
送
の
場
合
は　

日
必
着
。

２２

問
い
合
わ
せ
▼
市
福
祉
事
業
団

（
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
／

�
〈　

〉７
８
８
８
）

７７

■
身
分
証
明
書
と
し
て
便
利
で
す
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■
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の

電
子
証
明
書
機
能
で
も
っ
と
便
利
に
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●
利
用
可
能
な
手
続
き

�
住
民
票
の
写
し
の
交
付
請
求

�
所
得
証
明
書
の
交
付
請
求

�
国
税
の
電
子
申
告
・
納
税（
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
）

�
自
動
車
保
有
関
係
手
続
き
の
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス（
平
成　

年　

月　

日
か

１７

１２

２６

ら
愛
知
県
始
め
４
都
府
県
で
開
始
）な
ど

住　基
カード

活
用
し
よ
う
、
住
基
カ
ー
ド
！

問
い
合
わ
せ
▼
市
民
課

平成１８年度の保育園臨時職員を募集します
　写真をつけた履歴書と資格証明書または保育士証を
持って２月１５日�までに児童課へ

募集人数賃金（時給）勤務時間職種

１０人程度９７０円～

平日�午前８時３０分
～午後５時１５分
土曜日�午前８時３０
分～午後０時３０分

臨時保育士

２人８００円
平日�午前８時３０分
～午後５時１５分

臨時用務員

若干名９６０円～
平日�午前８時３０分
～午後４時

週休パート
保育士

若干名１０００円～
平日�午後１時～７
時

６時間
保育士

若干名１０５０円～

平日�午前７時３０分
～８時３０分、午前７
時１５分～１０時１５分、
午後４時～６時、午
後４時～７時
土曜日�正午～午後
７時

延長パート
保育士

※全職種、通勤割増賃金１日につき２００円を支給。
※保育士は保育士資格が必要です。
※勤務場所については未定です。
問い合わせ ▼児童課

募集人数賃金受験資格職種

２人
１３００円
／時間

昭和２６年４月２日以降に生まれた人で、看護師または准看護師
の資格及び普通自動車運転免許を持つ人

看護師

３人程度
９９０円

／時間

昭和３１年４月２日以降に生まれた普通自動車運転免許を持つ人で、介
護福祉士、ヘルパー３級以上、看護師または准看護師、保育士のいず
れかを有する人。または、福祉施設で療育や介護の経験がある人

介助員
（登録者）

２人程度
７８４０円
／日

昭和３１年４月２日以降に生まれた人で、保育士の資格及び普通
自動車運転免許を持つ人

保育士
（登録者）

１人
８００円
／時間

昭和５１年４月２日以降に生まれた人で、高校卒業以上で普通自
動車運転免許を持つ人

事務員

９人
８００円
／時間

昭和１６年４月２日以降に生まれた人で、普通自動車運転免許を
持つ人

期限付職員（福祉セ
ンター夜間管理職員）
※いずれの職種も通勤割増（２００円／日）があります。
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情　報
募　集

三
河
地
震
・
東
南
海
地
震
に
つ
い
て
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

三
河
地
震
は
、
昭
和　

年
１
月　

日
に

２０

１３

発
生
し
た
直
下
型
地
震
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
は　

、
特
に
安
城
市
の
南
部
地
域

６．８

（
旧
碧
海
郡
明
治
村
・
桜
井
村
）で
は
震
度

７
を
記
録
し
た
激
し
い
も
の
で
し
た

（
愛
知
県
防
災
会
議
地
震
部
会
）。

　

死
者
が
全
体
で
２
３
０
６
人
に
の
ぼ
り
、

現
安
城
市
和
泉
町
で
は
家
屋
倒
壊
率
が
全

壊　

・
３
％
、
半
壊　

・
８
％
だ
っ
た
に

７３

１７

も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
時
下
の
情
報
統
制
に

よ
り
、
そ
の
本
当
の
被
害
は
ほ
と
ん
ど
報

じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
三
河
地
震
の
約
１
か
月
前
の
昭

和　

年　

月
７
日
に
起
こ
っ
た
東
南
海
地

１９

１２

震
で
も
、
安
城
市
域
で
は
震
度
６
を
記
録

し
ま
し
た
。

　

現
在
、
歴
史
博
物
館
で
は
、
三
河
地
震

や
東
南
海
地
震
に
つ
い
て
、
企
画
展
の
準

備
の
た
め
調
査
し
て
い
ま
す
。
次
の
情
報

を
お
持
ち
の
人
は
、
同
館
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

①
２
つ
の
地
震
に
つ
い
て
の
品（
そ
の
状

況
を
撮
影
し
た
写
真
、
避
難
時
の
日
用
品

や
道
具
、
手
紙
、
日
記
、
書
類
な
ど
）

② 
２
つ
の
地
震
を
体
験
し
た
と
き
の
様

子（
被
害
の
様
子
、
被
災
後
の
生
活
、
復

旧
の
過
程
な
ど
）

③ 
特
に
、
海
軍
明
治
航
空
基
地
と
岡
崎

航
空
基
地
か
ら
、
兵
隊
が
救
護
復
旧
活
動

に
や
っ
て
き
た
と
き
や
、
大
工
が
や
っ
て

き
て
仮
住
ま
い
の
家
を
建
て
て
く
れ
た
こ

と
な
ど
に
関
係
す
る
品
や
情
報

④ 
そ
の
他
、
地
震
一
般
に
つ
い
て
の
情
報

（
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
）

※
な
お
、
お
話
を
お
聞
き
し
た
う
え
、
資

料
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
写
真
を
撮

影
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

第

回
安
城
七
夕
ま
つ
り
の

第　

回
安
城
七
夕
ま
つ
り
の 

５３５３
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集

　

今
年
も
七
夕
ま
つ
り
を
盛
大
に
盛
り

上
げ
る
た
め
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募

集
し
ま
す
。
安
城
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
よ
う
な
親
し
み
や
す
い
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
多
数
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
、
在
勤
・

在
学
の
人

●
賞
金　

特
賞
１
点
＝
３
万
円　

入
賞

３
点
＝
各
１
万
円　

※
た
だ
し
入
選
は

一
人
１
点
、
高
校
生
以
下
は
、
図
書
券

と
し
ま
す
。

●
そ
の
他　

応
募
は
一
人
何
点
で
も
可
。

結
果
は
後
日
、
本
紙
で
発
表
し
ま
す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
持
参（
電
話
は
不

可
）で
２
月　

日�
（
必
着
）ま
で
に
安

２４

城
七
夕
ま
つ
り
協
賛
会（
市
商
工
課
内

／
〒　
�
８
５
０
１
桜
町　
�
　

／�

４４６

１８

２３

〈　

〉６
７
８
９
／
Ｅ
メ
ー
ルs

h
o
ko
@

７４

c
ity.a

n
jo
.a
ic
h
i.jp

へ

問
い
合
わ
せ
▼
文
化
財
課（
歴
史

博
物
館
内
／�
〈　

〉６
６
５
５
）

７７

三河地震後の応仁寺如光堂（現碧南市油渕町）
原田三郎氏撮影

三河地震で倒壊した家（現碧南市湖西町）　原田三郎氏撮影
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■
む
ら
づ
く
り
活
動
部
門

　

石
川 
政 
子
   
（
福
釜
町
）

ま
さ 
こ

　

花
き
生
産
者
と
し
て
、
農
村
女
性
の
リ

ー
ダ
ー
的
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
地
域

活
動
に
お
い
て
も
、
明
治
用
水
の
上
部
利

用
の
「　

番
ロ
ー
ド
」
活
動
な
ど
、
集
落

１０

を
あ
げ
て
行
う
事
業
の
仕
掛
け
人
と
し
て

集
落
活
性
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
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農　業

第　

回
安
城
市
農
業
賞
の

２０
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た

■
営
農
部
門

　

鶴
田 
堅  
太 
郎
   
（
赤
松
町
）

け
ん 
た 
ろ
う

　

Ｊ
Ａ
営
農
部
の
部
会
長
を
務
め
、
将
来

の
営
農
の
あ
り
方
を
研
究
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
元
気
な
地
域

農
業
を
実
現
す
る
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

■
農
業
青
年
奨
励
部
門

　

都
築 
君 
保
   
（
木
戸
町
）

き
み 
や
す

　

水
田
作
の
経
営
を
開
始
す
る
と
同
時
に
、

農
業
青
年
者
組
織
の
中
で
積
極
的
な
活
動

を
続
け
て
お
り
、
低
コ
ス
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　消防団はいつごろからあったのか知っていますか？

　実は消防団の起源は、江戸初期にありました。慶安元

年といいますから、島原の乱のちょっと後、石川丈山が

詩仙堂に居を構えて７年目のころです。このころに徳川

幕府は、江戸の町々に「火を消すための人足を１０人ずつ

備えておくように」とお触れを出しました。これを「 店 
たな

 火  消 」あるいは「 駆  付  火  消 」といい、現在の消防団のル
び けし かけ つけ び けし

ーツになるものです。

　７０年後、八代将軍の徳川吉宗の時代に、江戸町奉行の

大岡忠相が消防制度の抜本的な見直しを図りました。そ

の際に整備されたのが「江戸町火消」で、その後の江戸

の火災現場では大活躍をしました。

　この町火消が明治以降に消防組となり、後に民間防空

団体の防護団と統合し、警防団として消火活動に従事す

るようになりました。そして、昭和２２年の消防団令の公

布に伴い、全国の自治体に自主的・民主的な消防団が組

織されていきます。安城市（当時は安城町）では昭和２３年

に全１７分団、総員７３５人の陣容で発足しました。

　その８年後、昭和３１年には、愛知県の消防操法大会が

始まりました。この記念すべき大会で安城市消防団は見

事に優勝し、続く３２年、３３年においても県大会、中部７

県競技会で３年連続優勝を果たしています。現在では安

城市消防団全３０分団の総員４０４人の団員が、日夜、消火、

防火、防災活動に精励しながら、一方で先輩たちの伝統

を引き継いで毎年の県大会で活躍をしています。

　さて、最近の災害現場ではボランティアの活動が盛ん

になってきました。今や災害救助はボランティアなしで

は語れないと言っても過言ではありません。そしてその

ボランティアの中でも消防団はもっとも頼りになる地元

のレスキュー組織であるという評価を受けています。

　消火栓の 蓋 を開くことができますか？ホースを消火栓
ふた

に接続できますか？消火活動ができますか？消防団に入

ればこのすべてができるようになります。平成１８年度の

新入団員の募集が始まりました。我こそはと思う人は、

是非とも消

防団の門を

たたいてく

ださい。市

民があなた

の参加を待

っています。
災災害害情情報報ををいいちち早早くくおお知知ららせせししまますす


